
「秋の田の様子」 
 

季節の移り変わりは私たちが感じるよりも早く進みます。少し前には名張のあちこちの

田んぼには田植えがされ、一面の緑が広がっていましたが、先日散歩の途中で同じ田を見て

みると半分ほどの田では、稲刈りが終わっていました。今日は、秋の田の様子を紹介します。

みなさんも、家の近くの様子から季節の移り変わりを感じて下さい。 

※稲穂が茶色に色づく事を「こがね色に変わる」と言います 

※お米は、籾（もみ）に一粒ずつ入っています 



 

現在は、「コンバイン」という大型の農機具で稲を刈り取ってすぐに籾にしますが、中

には、「稲架（はさ）がけ」という一度籾を木や竹でできた稲架で乾かしてから収穫する

方法もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※稲には水分が多く入っているため、１週間～１０日間ほど乾燥

させてから籾にします。


